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（１）概要
	会議名
	令和7年度ももこ壱番館地域連携推進会議

	日　時
	　令和7年11月10日月曜日　14:00～15:30

	場　所
	　ももこ壱番館ミーティングルーム（ももこ弐番館共用室）

	出席者
	【地域関係者】町内会長K様
【福祉に知見のある人】自立訓練事業所管理者S様、自立訓練事業所職員M様
【利用者家族】壱番館家族K様、弐番館/参番館家族O様（家族の代理となり得る支援者）
【利用者】壱番館利用者Iさん、弐番館利用者Uさん、参番館利用者：やむを得ない理由で欠席
【事務局】管理者T、常勤職員A、常勤職員H（司会者）



（２）議事
	議事内容

	開始前に参加者へ、参加承諾書記入のお願いをする
司会者：本会議では個人情報を取り扱う場合があり、外部に漏らさないことをお願いするとともに、承諾についてのサインをもらうことについて確認説明。

1.開会の挨拶/会議についての説明
司会者:地域連携推進会議の目的、義務付けられた背景、当方での取り組みについて説明。

2.参加者紹介
　参加者一人づつ自己紹介

3.ももこ弐番館についての概要説明/施設紹介
管理者：配布資料を元に説明

4.質問/意見交換
①（生活訓練事業所職員）虐待防止の取り組みとして、外部機関からスーパーヴィジョンを受けているとあるが具体的にはどのようなことなのか。
　
　（管理者・司会者）利用者対応で問題が起きた時、A事業所の職員、B事業所の職員に状況報告を行い、外部の目線からアドバイス等をもらい、その後の対応を検討していっている。

②町内会長から、日中活動に出かけていない2割のメンバーに対する災害対策について質問があり、グループホームとしては大きな課題があるとしたこいとから、災害対策について意見交換が行われた。
　
　（町内会長）社会資源として、公的な避難所だけでなく、近所に3か所避難所を確保している。ももこが町内会活動に参加しているため、顔見知りがいて安心できると思う。是非活用してみてはどうか
　（自立訓練事業所）利用者に災害を自分ごととして認識してもらうための取り組みを行っている
　（家族の代理となり得る支援者）相談室であることから、特に入所系の施設を利用していない人に対して、連絡手段の確認等を細かく伝えている。
　（利用者家族）入居出来ているだけで安心している。グループホームに全てお任せしている。
　（利用者）訓練に参加したり、知識を学んだりしたが、実際の災害が起きるとパニックになって何も考えられなくなる。スタッフに頼り切っている自分がいて怖い。
　（利用者）災害が起きたとしても、電話に気付けなかったりすることが考えられる。また災害を自分事としてとらえられていない自分がいる気がして怖いなと思う。
　（常勤職員）メンバーの話を聞いて、やはり自分事としてとらえてもらえるような取り組みが必要だと感じた。
　（司会者）今回頂いた意見は、今後の災害対策を行っていく上で大変貴重なものになった。是非生かしていきたい。
③司会者より、意見交換の場でもしも意見が出なかった場合「グループホームを増やしていきたいが、物件を貸してくれる不動産が少ないこと」をテーマにする予定だった旨を伝え、その参考資料として精神障害に対する偏見を問題点にしたことを報告。

　（家族の代理となり得る支援者）障害のある方が障害を理由に物件を貸して貰えなかったことがあった。人権に関わる問題だとして、新聞会社を味方につけて、不当な扱いを受けた内容が記事に掲載された。今後も偏見に対する動きが広まっている。今後その内容を共有する。

5.各棟の居室、共用室の見学　壱番館（赤間）、弐番館（原）、参番館（坪川）
　・２グループに分かれ、各棟の居室、共用室の見学を実施。
　・見学終了後に、参加者全員から感想文をもらう。



	　　　　　　　　　　　　　　参加者からの感想（一部修正して記載）

	・非常にアットホームなホームだと感じた。利用者の居室はどこも綺麗で教育が素晴らしいと思った
・地域の方と意見交換が出来て、また参加したいと思った
・参加したことで、自分たちの視野が広がったと思った
・色々な人の意見を聴けてよかった。意見を求められたときはパニックになった
・いつもお世話になっています。参加できてよかった。これからもよろしくお願いします
・災害時の避難場所について町内会長さんから説明頂けて有意義な時間になった
・構成員の皆さんにたすけられ無事会議を終えることが出来た。


	次回予定
	未定















